
プレイセラピーをはじめて学ぶ
一臨床心理面接特論での実習における大学院生たちの学びを通してー

1 はじめに

本大学院では、臨床心理士を志す大学院生を対象

とした授業として、「臨床心理面接特論」が開講さ

れており、臨床心理士としての姿勢を学び、技量を

身につけるための体験的な授業が行われている。筆

者はこのなかで、遊戯療法（プレイセラピー）の実

習を担当しており、「子どもを対象にした遊戯療法

の基本を実習を通して学ぶjことを目的として、プ

レイセラピーを実施する上での心構えや重要なこと

を、大学院生たちに体験的に学んでもらうことを狙

い、進めてきた。本稿では、これまでの授業での実

践を手掛かりに、大学院で訓練生が遊戯療法を最初

に体験的に学ぶ際に、どういったこと古寺首題やテー

マになるのか、について述べてみたい。

大学院に入って遊戯療法を学ぶ者にとって、遊戯

療法を実施する際の治療者としてのあるべき姿やセ

ラピーを行う上で守るべき原則等については、講義

や書物等を通して学んでいるものと思われるが、そ

れらを実際の場面で行う際、なかなか教科書通りに

いかないことも多いのが実情である。そのため、臨

康家として実践していく場合の経験知を積んでいく

ことが求められ、大学院では、実際の相談事例担当

等でそれらを学んでいくこととなるが、ロールプレ

イによる実習を通じても、これらの具体的、実際的

な課題について取り組むことが可能であり、実習授

業での体験知の積み重ねが重要となろう。田中

(20C2）は、「自分に向き合い、人と向き合う、とい

う特殊な専門性を持つJ心理臨床を学ぶ初心者に対

して、「セラピストがまず、頭で考える前に、同時

に自分の体と心を通してわきおこってくるもの、感

じているものをつかまえようとすることを大切にす

ること、その次にセラピストが自分の力でしっかり

と考えることを補助することJが教育する側の役割

であると述べ、「自分のからだとこころを通して起
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こってくるものをまず体験し、味わってみる。そし

て次にそれらのフィーリングを言葉としてつかんで

ゆくというプロセスを、何らかの形で練習し、繰り

返す。それを心理臨床のトレーニングのなかに織り

込めないか」と考え、「プレイセラピーのワーク」

を実施している。初心者の応答訓練の一環として、

言語面接のロールプレイによる実習を実施している

大学院は多いが、それに比べて遊戯療法のロールプ

レイを授業で扱っているところは多くないのではな

いかと思われる。遊戯療法は、言語を中心とした心

理面接に比べて、子どもの遊びゃ行動といった非言

語的なチャンネルにも開き、それらをキャッチしな

がら相手とコミュニケーションをとっていくことが

求められ、セラピスト自身の感受性が大きく問われ

るセラピーのー形態である。よって、遊舷療法を用

いた実習は臨床現場で自分がどのように感じ、考え

るのかをトレーニングするにあたっては得られるも

のの多い実習形態ではないかと考えられる。

2.遊戯療法実習の概要

X年度の遊戯療法実習（半期）は、数回かけての

オリエンテーシヨンの後、受講生全員が、クライエ

ント役とセラピスト役を一回ずつ担当する形で、遊

戯療法のロールプレイを行ヮた。ロールプレイのな

かで演じる事例は、各担当者が考えてくることとし

た。この時、プレイを行う中で、子どもの見立てを

作っていけるように、子ども像はなるべく具体的に

描くよう指示をした。ロールプレイは初図面接の設

定で行われ、 7）レセッションの長さではないが、セ

ラピストの自己紹介から、次回の約束までをとり行

うことを目標とされた。

ロールプレイの担当者は、当日、相談申込票に、

用意した模擬事例の概要を記入し、配布して口頭で

説明の上、プレイルームにてロールプレイを行っ

た。記録係を2名（ピデオ撮影者、筆記者）設定し、
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表1 臨床心理学面接特論（遊戯療法実習）における模擬事例の概要

#1 オリエンテーション

～＃ 3 （プレイセラピーについての概要説明、事例の輪読）

#4～ ロールプレイ

①場面紛i!l!tの6歳女児

②登校しぶりを呈する10歳男児

③集団での生活ができない5歳女児（分離不安）

④「夜眠らない、歩き回る（夜驚症・夢中遊行）」を呈する5歳女児

⑤家や学校で落ち着きのない6歳男児

⑥ J落ち着きがなく待てない”（発達障害傾向ー多動傾向） 4歳男児

⑦友達が少ない、家でのわがままがひどい10歳女児

⑥。 5歳の子（男児）が可愛いと思えないことで来談した母子

⑤学校で他児を殴る 7歳男児（父親からの暴力、暴言）

⑮母親に集団生活への適応を心配されて来談した10歳女児

その場でロールプレイの様子を記録した。その他の

受講生は、プレイルームの中でロールプレイの妨げ

にならない場所を選ぴ、その場所からロールプレイ

の様子を観察し、各自記録をとることとした。

ロールプレイ終了後、ピデオに記録された映像を

再生し、プロセスの振り返りを行った。ピデオ視聴

後は、受講者全体で、気づいた点や気になった点

（セラピスト役の関わり方について、クライエント

f宝はどのように感じたか、クライエントはどのよう

な子どもか？）などについて、ロールプレイ担当者

との質疑応答を交えながら、デイスカッションを

行った。また、授業終了後、各自にレポート提出を

求め、必要に応じて次の授業でフィードパックを

行った。

3. ロールプレイ後のディスカッション

にみられる臨床的テーマの例

毎回のロールプレイセッションにおいて、さまざ

まな臨床的テーマが話題となったが、ここでは、そ

のうち2回のセッションを取り上げ沼介することと

する（以下、クライエント［以下Cl.］役の言葉を

「 J、セラピスト［以下Th.］役の言葉を〈〉で

括って示す。）

( 1)母親と離れた子どもの気持ちに添うとは？

（ロールプレイ③より）

この回のロールプレイセッシヨンでは、入室後、

α役の女児が戸口でうずくまってしまい、そこで

Th.とのやりとりがなされた。〈怖い？〉とたずね

るTh.に対して CI.がうなずき、〈怖いなあ でも

大丈夫だよ〉と Th.が Cl.の背中をさすった。「お

母さんは ？」〈お母さんいないと怖いかなあ〉「お

母さんはリ〈お母さんは今、違うお部屋でお話し

てる。でも近くにいるから大丈夫だよ〉、〈離れたら

さびしいなあ？〉「お母さんに会いたい 」とのや

りとりがあったあと、「大丈夫」と Cl.が立ち上がっ

てゆっくりと砂場の方へ移動し、砂場のへりに砂を

集めて山を作っていった。そこでもたびたび「お母

さんはつ」と問いかける Cl.に対して、 Th.は（隣

の部屋でお話してる〉、〈お母さんと一緒にいないと

不安？〉、〈さびしいんかなあ〉などのやりとりがな

された。また、砂場に異動した後、 Cl.の横でTh.

も〈お山作りのお手伝いしていい？〉と言って砂場

に山を作っていった。

( i) Cl.の不安な気持ちをTh.が言語化する

-Cl.が母親との分離を内在化させるプロセス

この回では、 Cl.役が母親と分離した後、母親と

離れた寂しさや心もとなさを Th.役と Cl.役との聞

で言葉を使って共有する場面が展開した。 Cl.役の

内省は、「お母さんから離れたその時はパニック状
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態であったが、 Th.と過ごす中で何かが少しずつ変

化してきていたことは振り返ってみて気づかされ

た。その何かとは CLが発した『大丈夫かもしれな

い』といった思いであった」であった。また、砂場

でTh.がCLが遊べるようにさまざまに配慮してく

れたこと（一緒に砂遊びをしようと芦掛けなどして

くれたことなど）については、「CLはお母さんを求

めているのに会えない、その状況にいじけているの

だ、お母さんに遭えないのだという気持ちに浸っ

て、しっかりと傷つきたかった」とのコメントも寄

せられた。

この回の振り返りとディスカッションでは、母親

と離れたあとの CL役の気持ちにTh.役がより添っ

て言葉かけをしていたのではないかということが話

題になった。 Th.役は、「お母さんに会いたいとい

う気持ちを Th.が CLにいうことで CLがプレイ

ルームから出て行ってしまうのではないかと思い、

わかっているはずなのに言葉にできなかった」との

ことであったが、「寂しいかなけと、母親と離れ

た女児の気持ちを伝える関わりがあったからこそ、

CL役自身から「お母さんに会いたい」という自分

の気持ちを言葉にして発する展開が生まれたのでは

ないかと話題になった。砂場では Th.役が積極的

に砂遊びにも参加していき、 CL役は2つの山を作

るという形で、母親の乳房を連想させるような遊び

を行い（デイスカツション時にも話題になったが、

CL役自身もおっぱいを連想しながら作っていたと

のことであった）、母親と離れたことで、母親の存

在が、 CLの心の中で作っていかれるプロセス（母

親の内在化）が生じていたのではないかと話され
マ，～。
(ii) Th.の遊びへの積極的な参加

一台lとの距離感をめぐって

砂場に移動後は、 Th.役がCL役の横で（お手伝

いしていいかな〉と尋ねて砂山を作り、積極的に砂

山作りに参加したが、途中から少し距離をとって見

守り声掛けする関わりとなった。 Th.役の関わり方

については、 CL役から「途中から“お母さんでな

い人”から“お母さんのように語り掛けてくれる人”

へと認識が変わっていった、“距離を保ってかまい

すぎないことも時によっては必要であることを実感

した1との内省が寄せられた。デイスカッション

プレイセラピーをはじめて学ぶ

で、 Th.役と CLの距離の近さが話題となった後、

Th.役の内省は「距離感が課題だと感じた。私自身、

寄る辺なさがあったように感じ、自分の山を作って

初めて安心でき、そこを拠点としてαを見守るこ

とができた」、「思わずTh.が手を出してしまう感覚

は、赤ちゃんの不安を感じ取って、母親の代わりに

なってあげようという意識が働いたかもしれない」

であった。砂場でものびのびと遊べないCL役に対

して、 Th.役に“モデルを示したい”という思いが

生じて行動に移したともいえるが、 CLのあり方を

尊重する場がセラピーであるとしたら、もう少し

じっと見守る姿勢があってもよかったかもしれない

ということが話された。

このセッション全体を通してのテーマとしては、

セラピストが子どもの気持ちに寄り添った言葉かけ

をすることの大切さ（実際にお母さんに会わせよう

とするのではなく、会えない寂しさや会いたい気持

ちを言葉にして伝えること）ゃ、遊びのなかで、 CL

が遊べるように Th.が手を差し伸べてしまうこと

もあるが、それがもし CLの気持ちに沿うものでな

く、先取り的になってしまうのはよくない（遊ばせ

ることが目的ではない）のではないか、といったこ

とであった。また、 CLがプレイルームに入って

すっと遊べない場合の Th.役の戸惑いや、そこで

思わずとってしまった行動を通して、遊びに入って

いけない CLに対してどういう距離感をとってどの

ようにかかわるのがよいか、等が話題となった。

Th.役の内省に「CLが座り込んでしまったとき、

砂場で CL；が山を作っている時、途方に暮れてし

まったが、その時の感覚が一番重要だったのではな

いかと思う」とあり、セラピーが教科書通りにス

ムーズに進まないことを焦ってしまうのではなく、

CLとともに『途方に暮れる』感覚を共に共有する

ことこそが重要であるということへの気づきが生じ

ていたのは大きかったのではないかと思われる。

( 2）「共感するjことと「伝えることJ
（ロールプレイ⑤より）

この回のロールプレイでは、プレイルームに入室

後、「意味わからん」「わけわからんわjと言いなが

ら、イライラした様子でプレイルームを動き回って

おもちゃを見て回る CL役の男児が、手に取ったお
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もちゃを次々と「これも＊＊のJ「＊＊の」（＊＊は

男児の名前）と、プレイルームの中にあるルームイ

ンルーム（人が入れる家のおもちゃ）に入れていき、

それを棋で黙って見守るセラピストとの関わりが話

題となった。デイスカッションでは、おもちゃを

次々ととりこんでいく Cl.男児に焦点があたるとと

もに、見守っていたセラピストはこのときどのよう

な関わりが持てるのだろうか？ということが話題と

なった。

Th.役の内省は、「少なくとも序盤～中盤にかけ

てまでは、ルームインJレームの中におもちゃを入れ

ていくことについて止める気は全くなしむしろ、

Cl.がやりたいことに寄り添って、時には埋める作

業を一緒にするくらいの気持ちでいました。はじめ

は〈いっぱいやなあ）という Th.の言葉かけに対し、

おもちゃでいっぱいになっていくことや全部のおも

ちゃが自分のものになることの嬉しさ、独占欲とい

うような CI.の気持ちを感じていましたが、おも

ちゃがと守んどん増え続け、いよいよいっぱいになっ

ていく光景を見て、不安な気持ちになるというより

《この子はこれだけやっても満たされないんだな ｝ 

という空虚感を感じていました」とあり、振り返り

でCl.役が「満たされなさ」を感じていたとのコメ

ントから、「二人の間で感じていたことは共通して

いたように思う。しかし、それに対する言葉がけは

不十分だったように思う」と示されていた。デイス

カッション時の Cl.役の感想、は、「（Th.役古可傍に

いてくれるだけでも意味があった、会話でないとこ

ろで安心感があった」、「たじたじしているのは自分

のせい？困らせている、という罪の意識が出てきた

と」のことであった。また、デイスカツション後の

内省には「無選別におもちゃをルームインルームに

詰め込んでいき、いっぱいになったのを見た時、

いっぱいなのに辛くて、さびしくて、隣に Th.が

いるのに孤独を感じ、泣いてしまいそうになった。

Th.に何らかのリアクションを望んでいたようにも

思う。〈お家におもちゃをいっぱいにしたい気分な

んだね〉〈こんなにおもちゃがいっぱいになっても

足りないんだね〉といった不安を埋めたい気持ちを

酌みとった対応ができるのではないかと思った」、

「Cl.自身は Th.にとって認めてもらえる存在なの

か、繋がりを求めていたように思う」とのコメント

が寄せられた。

このロールプレイセッションでは、二人の聞で感

じられていたことは共通しており、 Th.役の人も十

分に CI.の行動からその気持ちを感じ取っていた

が、三人の聞でそれを共有する言葉がなかったた

め、二人の聞で感じられていたことを、言語的に共

有できなかったという特徴があった。ディスカッ

ションのなかでは、九、っぱいになっていくルーム

インルームの様子を見て感じたことを、 Th.役の人

が言葉にしていってもよかったのでは＼と話題に

なった。また、おもちゃを次々に詰め込んでいくと

いう、 Cl.の行動についても、 Th.の許容できる範

囲を超えたと感じられたら、それを止めることも必

要ではないかということが話された。

またこの Cl.役の場合、 Cl.自身の「真正面から

向き合えなさ」ゃ「繋がれなさJについても議論と

なり、どれだけたくさんのおもちゃを取り込んでも

満たされない気持ちゃ、本当に求めているものは何

か？ということも話された。 Cl.自身が、物ではな

く、相手の反応や心を遣った関わりを求めているの

であれば、 Th.がそこで感じたことを伝えていくこ

とは大事なのでは、という点も指摘された。このよ

うに、 Th.がCl.に対して共感している内容をいか

に相手に伝えていくかということが特にテーマと

なった固であった。

( 3) 2つのロールプレイセッションを湿してー初

学者のくせと実習で鍛えられることとは？

上の2回のセッションを通して、各国にそれぞれ

のテーマはあるものの、共通していえることとし

て、 Th.側の「十分に感じること」と、それを「言

葉にしていく」ことの難しさが挙げられる。上に挙

げた2セッション以外においても、 Th.役の人は、

その場で、あるいは振り返りの中で、様々なことを

感じ、体験していて、それらは多くの場合、的を得

ているのだが、なかなか意識化されないのか、その

場で表現されないことが多かった。彼女たちが感じ

ていることをどのように意識化し、 Cl.役の人に伝

えていけばよいのかということについては、十分に

そのチャンネルがまだできておらず、形成途上にあ

ると恩われた。

むろん、感じたことすべてを言えばよいというも
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のではないが、適宜伝えていくことで、セラピーが

セラピーとして機能するところが大きし逆に、伝

えていかないと進まないという側面もあろう。相手

がどのように感じ、考えているのかを感じながら、

それを相手に伝えていくようなコミュニケーション

は、日常生活の中ではなかなか体験しない。こう

いった関わり方は、心理臨床に特有の関わり方であ

るといえるが、相手とその場にいながら、感じてい

ることをもとに、相手と言葉でコミュニケー卜して

いく作業こそ、プレイセラピーのなかで求められる

ことであり、このトレーニングが最初は（あるいは

中堅になっても）特に重要になるのではないだろう

か。セラピストは気持ちを言葉にしていくため、感

じていることと言葉の聞をつなぐことが求められる

が、そのためには自身の感覚や感情を素直に受け止

め、それらを意識化し、伝えて相手の反応をみなが

らまた考えていくという関わり方は、大いに鍛える

必要のあるところではないだろうか。同時に、自身

の感覚を信頼できるものとして鍛えることも重要と

なる（そのために他者という参照枠に照らしながら

適宣自身の感じ方を確認していく作業も必要であろ

う）。遊戯療法の実習においては、このような練習

を積む機会となるといえる。また、「自分のノン

ノてーパルな表現力に気つ3、プレイセラピーで扱え

るようにするためにも、（中略）ビデオ録画で改め

て自分の所作を振り返るというプロセスは有効であ

る」（三林。 2ぬ8）とされるように、自身の振る舞

いが、どのように相手に映っているかをピデオ映像

等で客観的な視点から振り返る機会にもなり、自身

のあり方を相対化させる機会にもなりえるといえよ

っ。

4.受講生には、実習がどのように体験

されたのか？一実習後の感想よりー

ここでは、本実習がどのように体験されたのかに

ついて、受講生による授業全体を通しての感想のう

ち、いくつかのトピックごとに抜粋する形で以下に

紹介する（下線部は筆者による）。

( 1 ）うまいプレイセラピーの方法を学ぶのでなく、

自分で取り組むことを学んだ

「ロールプレイで、他の人のやり方を見たり、実

プレイセラピーをはじめて学ぶ

際に自分がCl.やTh.になったことで、見えてきた

ことがいっぱいありました。特に枠づけは重要だと

いうことは教科書的に知っていても、その場で枠を

ゆらされるようなことが起こった時に、どう対応し

ていくのか、という点について、かなりイメージが

つきました。外に出てしまったり、締め出されたり

時間になっても退室できなかったり、いろんなロー

ルプレイを見て、なるほど、こんな方法もありなの

か、私だったらどうするか、を考えることで、イ

メージがつくと同時に自分の引き出しもできまし

た。といっても実際のプレイセラピーで退室しぶり

があったときに、やっぱりうまく対応できなかった

んですが、そういうときに、自分がTh.役でうま

く対応できなかったと思った時、どう自分を立て藍

Lてい｛か、どう乗り越えていったか、という経験

が一番力になったように患いました。…（中略）

ロールプレイでうまくいったことほど型にはめてし

まっており、そういうことほど本番ではその通りに

いかなかったです。｛中路）この授業では、プレイ

セラピーのやり方ではなく、プレイセラピーへの自

分な号の向かい方や姿勢について学べたように患い

まするJ（修土課程2年生［以下M2と略記］）

「それぞれのロールプレイでそれぞれに考えさせ

られるこヒがあ町、教事｝書的に学んだことでもケー

スノてイナースで活かしていくということを身をもっ

て体感でき、多くの気づきを得ることができまし

た。ロールプレイを通じて実際のケースについて考

え直すこともあったので、いろんな意味で良い機会

になりました。」（M2)

これらはいずれも、臨床的な知陀体得につながる

コメントであると思われる。臨床の知とは、自身の

体験を通じて学んでいくものであることへの気づき

が得られた例ではないだろうか。

( 2）言葉にならないものを言葉にするために、自

分の感社曹を手がかりにすることへの気づき

Tプレイセラピーというものは言語化できないも

のを取早扱っているので、それを扱ううえではどこ

か言葉の介入を許さないもののように感じていまし

たが、それはむしろ反対で、言語化できないものを

こちらが言語fとして汲み取っていくという作業なの

だ去、と実感LまLた。その言語化するという作業

- 7ー
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がどこまで許されるのかという遠慮も感じました。

この感情は本当に正しいのか、ここまで言ってし

まっていいのかということで戸惑っていまLたが晶

う少し自分の感情を信じてみようと思いました。主

た、どうやってCl.の世界を共有することができる

のか、そういった気負いがありましたし、セラピス

トとしてどうやって接していくことが必要なのか、

そういったことについても考えさせられましたが、

Cl.が今どういう気持ちでいるのかを汲み取ってあ

げることが大事なのだなという風に思いました。J
(M2) 

「プレイセラピストと『一緒に遊ぶお姉さんJと

の違いを考えながらこの授業に臨んでいたが、その

中で一番強く感じたことは『CLの世界を感じ取る』

ということでした。 CLとTh.との三者関係で進ん

でいくセラピーにおいて、最も大切なことではない

かと思います。（中略） CLにTh.が感じていること

を伝えることが大切であると実感したのは、私自身

がCL役を演じた時で、 Cl.にTh.が感ιているこ

とを伝えるためには、 Th.が自分の気持ちにいかに

気づくか、いかにEを向けるかということも重要で

必要だと考えます。J(M2) 

これらのコメントからは、セラピストとして、自

身の感覚や感性を信頼し、それをフルに活用してク

ライエントにあっていく必要があるということへの

気づきがうかがわれる。心理療法とは、一対ーの人

間同士の関係性をもとに進めるものであることや、

セラピストは相手を観察する人ではなく、相手との

関係の中に自分を入れ込みながら会っていく人であ

るということへの気づきは、心理臨床の基本である

と同時に初学者が得てして軽視しがちな（頭で考え

てしまいがちな）盲点になっているのではないかと

思われるが、今回の実習で特に筆者が強調した点で

もあり、そのことが体得されていればと願う。

( 3）遊戯療法への理解の深まり、セラピストとし

て求められることとは何かを考える

「この授業では、『遊ひ』について多くのことを考

える機会となった。遊びには、一人で行うものもあ

るし、複数で行うものもある。形式も構造もすべて

が遊び手本人に任せられている何とも不思議な「作

業Jである。この遊びがどのように遊ぴ手本人の中
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に入ってくるのかを授業の中で毎回考えさせられ

た。（中略） (CLをやってみて） Th.と井にいるこ

と、プレイルームで遊ぶことはやはり心理療法と言

えるなあと感じた。その理由は、日常生活とは異

なった作用がもたらされるからである。遊ぶことが

f療法iとなるためには、 Th.が全力でClに向き

合ってくれていることを Cl自身岩見、で感じ取って

ゆくことが立要な条件なのだろうと患った。日常生

活の中でもお互いの心が作用しあうことはよくあ

る。けれども心理療法の『遊ぴ』の中で創り出され

る作用は、 CLとTh.が非対称という先ず日常とは

異なったところからのスタートとなるため、やはり

独特の世界観が創り出されることになるのだろう。」

(Ml) 

「ロールプレイを見ていくなかで一番強く感じた

ことは『子どもと素直に全力で向き合う」というこ

ヒです。クライエントに寄り添うということは、 Cl

と全力で関わることではないかと思います。 t戸早硲b
CL f生をやったとき、プレイルームカぎ思ったよりも

広く、 Th.の見守りがなければ怖くてプレイルーム

で主べなかった町ではないかヒ恵λ。Cl.役をやっ

てみて初めて Th.の見守りの大切さや安心惑をこ

の身で惑じました。Lも'12)

前者のコメントからは、遊戯療法におけるセラピ

ストークライエント関係、遊びのもつ治療的側面に

ついて、体験をもとにしながら知的理解につなげて

いる様がうかがわれる。また、後者においては、ク

ライエント体験をしてはじめて、セラピストの存在

意義に気つ’けたということが言及されており、自身

がセラピストを志す上でクライエント側の体験をす

ることの意義が読み取れる。

( 4）自分の気持ちの動吉方への気づき、始める前

の不安、気負い

「子どもが怒りや悲しみと言ったマイナスの感情

をストレートにぶつけられたとき、正直どうしたら

いいのだろうと思っていたが、ロールプレイで私の

中にはまだまだCl.の言葉に反応してしまう素の自

分がいて、 Cl.の気持ちに寄り添うことができてい

なかったように思う。まっすぐに自分¢気持ちを伝

えてくる子どもたちだからこそ、それが言語化され

た表現でなえヒも Th.は子どもの行動などに込め



忘れたものの意味を見逃さないように丁寧に慎重に

深〈考えてい〈ベき在のかまと患いました。〔Ml)

1実際に行ってみないと気づけないことが多く気

づけたことが多〈よかった。セラぜーをしていくこ

とがどれだけ難しいことかを実感した。ビデオで自

分の姿を見て、自分がどういう風に見えていたかを

知ることもでき、同時にふがいなさも感じた。」

(Ml) 

これらからは、セラピストとしてどうあるべきか

について、内省を深めている様がうかがわれる。

( 5）ディスカッションに参加することによる、自

身の視点の広がりと相対化への気づき

Tロールプレイの回によって、 Th.ff線で見てい

たり CJ.ff隷で見ていた号と、回ごとに違っていた。

Th.のCl.への添い方がCl.にしっくりきているよ

うに感じる回ではTh.目線でCl.の行動を追ってい

たが、 Cl.の出すものを Th.が受け止め切れていな

いように感じる回では、“自分がCl.だったらもっ

とTh.にこうしてほしい”という気持ちでセラピ一

場面を見ていたように思う。さらに、レポートの

フィードパックは、自分がロールプレイを見て感じ

考えたことだけでなくほかの人たちはどう感じ考

え、 Cl.を見立てたのかを知ることができ、貴重な

鳴渦だったヒ恵℃る。自分にはなかった考え方に気

づいたり、同じセラピ一場面を見ていてもそれぞれ

の感じ方が違うことを改めて感じ、自分の感じ方を

大切にしていきたいと思うと共に、他の人たちと意

亙交換し、いろんな克方に触れて考えることをして

いこうと，Eフた。」（M2)

このコメントからは、他者のロールプレイを観察

する視点が、自身の共感しやすい方に動く傾向があ

ることへの気づきや、授業で他者と自身の感じ方、

考え方をすり合わせることによって、臨床家として

のセンスが鍛えられるということへの気づきがうか

がわれている。デイスカッションという場が、自身

のセラピストとしての特性に気づき、また視野を広

げる機会になるといえる。

( 6）学年別の特徴と本実習の意義とは

この実習は、 M2とMlの両学年が参加する形で

行っていた。両学年とも、身をもって体験すること
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プレイセラピーをはじめて学ぶ

から得られるものがあったことは共通していたが、

事例担当の前後では、遊戯療法に対するリアルな感

覚を持てるかどうかが大きく異なり、学年ごとに、

授業で会得される中身の水準が異なると考えられ

る。 Mlは、遊戯療法に対する体験を通した理解が

深まった人干、セラピストとして“こうするべき”

や“自分はちゃんとできるんだろうか”という不安

が掻き立てられるなど、セラピストとして駆け出し

の自分自身に目が向く傾向がみられた。 M2では、

多少なりとも事例担当経験があるので、遊激療法そ

のもののルールキ枠組み、会い方等、自身の経験に

照らし合わすことで、リアリテイをもってそれらに

ついて考えることができるようになるためか、遊戯

療法の本質的な事柄にについて、様々な角度から考

察が進む傾向にあった。

本授業について、事例担当後のタイミングで受講

した学生からは、「事例担当前に受講したかった」

との声も寄せられたが、事例担当後に受けたこと

で、改めて日頃の実践を振り返り考え直す機会にも

なりえたようである。臨床実践における疑問や問題

意識とは、実際、事例担当が始まったあとで、その

都度色々な形で出てくるものである。事例との出会

いはl回l回が新しいものであるため、毎回が新た

な学びの場であるともいえよう。一度体得したこと

がまた次も同じように使えるというものではないた

め、本授業においても、毎回のデイスカッションで

は様々な角度からの検討が行われた。このように、

心理臨床の訓練過程においては、「これを学べばよ

いjというものがあるわけではなく、出会う事例に

よって、その都度考え、どのように出会っていくの

がよいかを検討していく一回性、事例出生を扱うのが

心理臨床の原点であるということが、実習を通して

の学びになっているともいえるだろう。

5.おわりに

以上、この数年行ってきた遊戯療法の実習の取り

組みを通して、その一部を抜粋する形ではあるが、

そこで生じる様々な受講生の体験と、その意義につ

いて考察してきた。この他にも、ここには示しきれ

なかった多くの検討および議論の点はあるが、また

稿を改めることとしたい。大学院における実習系の

授業では、受講生が体験するのみならず、そこでど
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のような知が体得されるかが重要であり、今後も臨

床的な知が体得されるような実習授業を展開したい

と願っている。最後に、本原稿へのコメントの掲載

を承諾してくれた受講生たちに感謝し、本稿を閉じ

ることとする。
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